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公民館主催事業にご参加下さい  TEL.0858-28-2155 

給食サービス6班 

        9:00 

社句会 13:00 

社公民館は、社会教育施設ですので、飲酒・喫煙は禁止となっています。皆様のご協力とご理解よろしくお願いします。   おしらせ ＊青字 主催事業 

給食サービス5班 

        9:00 
オープン卓球 9:30 

老人クラブ 9:00 

 

社町探検 10:00           

主催 青少協            

共催 社公民館・社保育園 

選句会 9:30 

社民児協 13:30 

オープン卓球 9:30 

オープン卓球 9:30 

ポーセラーツ  

      13：30          

 年末年始休み R1.12.28～R2.1.5まで 事務室閉室 

主催事業  

ポーセラーツに挑戦！ 

 ☆期 日  1月24日（金） 
 ☆時 間  13時30分  

 ☆場 所  社公民館 

 ☆講 師  小椋由美子氏 

 ☆参加費    600円～／個 

  

 ☆申込締切 1月17日(金) 

   社公民館までご連絡ください。 

            

 

健幸づくり教室   
 ☆期 日  2月19日（水） 

 ☆時 間  10時30分～13時00分 

 ☆場 所  社公民館 

 ☆募集人数  18人   

 ☆申込締切  2月5日（水）        

 ☆献 立  白ねぎのハンバーグ他 

 ☆共 催   さんびる・うつぶき地域 

        包括支援センター       

バランスのよい献立で、しっかり 

        噛んで認知症予防 

 

       

新しい年も笑顔いっぱい 
歌とお話のコンサート 
 ☆期 日  1月30日（木） 
 ☆時 間  10時00分～ 

 ☆場 所  社公民館 

 ☆出 演  小林和子さん 

村田江里さん 

☆参加費   無料 

  

  ご来場、お待ちしております。 

 

 

 

  

 

  

社ＧＧクラブ 

       10:30 

川柳会 13:30 

初館長会 18:00 

歌とお話の           

コンサート  

      10：00          

第2弾 主催事業  

謹賀新年 
 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

昨
年
度
は
色
々
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
令
和
と
年
号
が
変
わ

り
、
慌
た
だ
し
く
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。 

 

自
然
の
異
常
は
、
地
球
温
暖
化
が
こ
の
現

象
を
、
又
最
近
地
震
が
所
々
で
起
き
、
こ
れ

ま
た
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

令
和
二
年
、
公
民
館
と
し
て
は
防
災
対
策
、

地
域
内
で
の
助
け
合
い
絆
を
図
れ
る
か
、
地

区
全
体
で
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
防

災
に
力
を
入
れ
、
住
み
や
す
い
助
け
合
い
の

町
作
り
、
高
齢
者
対
策
、
地
域
の
皆
様
の
意

見
に
、
耳
を
傾
け
て
問
題
点
が
あ
れ
ば
解

決
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
治
公
民

館
協
議
会
、
地
区
振
、
青
少
協
、
体
育
振
、

各
団
体
と
も
話
し
合
い
公
民
館
活
動
を
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
、
変
化
を
期
待
さ
れ

て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
て
新
年
度
新

役
員
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。 

 

地
区
の
皆
様
の
協
力
無
し
で
は
公
民
館

活
動
は
な
し
え
ま
せ
ん
。
本
年
度
も
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。 

 

令
和
二
年
元
旦 

 
 

 
 

 
 

社
公
民
館
長 

 

小
椋 

辰
夫 

 
 

 
 

 
 

国 庁 裏 神 社 に て 
世界に一つだけのオリジナルマグカッ
プ、皿、シュガーポットを作ります。 

主催事業  社町探検！！ウオーキング   窯元 福光焼に行きます。 

  ☆期 日 1月15日（水） ☆時 間  10時～  ☆集合場所  社公民館 

 

老人クラブ 9:00 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 



              

   

☆
次
回
、
社
句
会
は
、
一
月
十
四
日(

火) 

 
 

 
 

午
後
二
時
よ
り
社
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。 

   

402 

 

262 

「 

も
し 

」 

 
 

  

次
回
の
課
題
は
「 

ゆ
め 

」
「 

や
れ
や
れ 

」
で
す
。 

 

令
和
二
年
一
月
十
五
日
ま
で
に
公
民
館
に
お
届
け

下
さ
い
。 

 
 

 

一
月
十
七
日
（
金
）
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
公
民

館
で
川
柳
会
を
開
き
ま
す
。
ご
参
加
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

｢

ツ
リ
ー
製
作
へ
の
思
い｣

 

ペンリレー 
No.343 

桑
田 

鈴
士 

(

黒
見)

 

 
 

令
和
元
年
社
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会  

旭
国
際
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
て
十
一
月
十
七
日
（
日
）
元
年
第
二

回
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は 

好
天
に
恵
ま
れ
、
和
気
合

い
合
い
に
親
睦
を
図
り
な
が
ら
楽
し
く
無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

  

▽
優
勝 

中
野
俊
彦
（
国
府
） 

▽
準
優
勝 

長
田
文
幸
（
国 

 

府
）  

▽
三
位 

小
谷
義
弘
（
秋
喜
） 

  

社
ク
ラ
ブ
の
皆
様
及
び
社
地
区
内
事
業
所
の
皆
様
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
次
回
ス
タ
ー
ト
は
六
月
の
予
定
で
す
。 

 
 

も
し
か
し
て
振
り
込
め
詐
欺
の
電
話
だ
よ 

 
 

 
 

こ
の
試
合
も
し
勝
っ
た
ら
と
夢
い
だ
く 

 
 

宝
く
じ
も
し
や
も
し
や
で
夢
つ
む
ぐ 

 
 

 
 

 
 

真
夜
中
の
ベ
ル
に
も
し
や
と
血
が
凍
る 

 
 

 
 

 

老
い
て
き
て
も
し
も
の
思
い
強
く
な
り 

 
 

 
 

 

「
も
し
も
し
」
で
受
話
器
取
る
の
は
ヂ
ヂ
と
バ
バ 

 

も
し
僕
が
ア
ン
パ
ン
マ
ン
な
ら
何
を
す
る 

 
 

 
 

 

予
防
線
も
し
を
思
っ
て
ピ
ン
と
張
る 

 
 

 
 

 
 

夜
道
で
の
も
し
も
の
時
に
傘
を
も
つ 

 
 

 
 

 
 

 

も
し
も
し
も
し
落
し
物
で
す
ゴ
ミ
拾
え 

 
 

 
 

 

も
し
か
し
て
試
し
て
み
た
い
美
容
液 

 
 

 
 

 
 

も
し
生
ま
れ
変
わ
れ
た
ら
ま
た
一
緒
だ
よ 

 
 

 
 

男
な
ら
も
し
と
だ
け
ど
は
使
わ
な
い 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

  

  

吹 

苑 

理 

子 

哲 

夫 
雄 

大 
シ
ゲ
ヨ 

き
み
子 

 

正 

す
み
れ 

 

緑 

け
い
こ 

春 

優 

佳
代
子 

義
ち
ゃ
ん 

 

 
 

   
公

民

館

主

催

事

業  

 

十
二
月
十
二
日

（
木
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
鳥
取

放
送
局
に
見
学
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

イ
ロ
ド
リ
と
い
う

番
組
の
ス
タ
ジ
オ

で
、
カ
メ
ラ
の
操

作
が
遠
隔
に
作
動

し
て
い
る
事
、
原

稿
が
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
前
の
画
面

に
映
し
出
さ
れ
て

い
る
事
な
ど
教
え 

 

公
民
館
に
眩
く
彩
る 

ツ
リ
ー
の
製
作
は
今
年 

で
二
回
目
だ
。 

 

ち
ら
ほ
ら
と
「
あ
あ
、 

あ
の
ツ
リ
ー
な
」
と
言 

わ
れ
だ
し
た
の
で
、
冬 

の
風
物
詩
と
し
て
定
着 

し
つ
つ
あ
る
か
も
し
れ 

な
い
。 

 

昨
年
よ
り
ボ
リ
ュ
ー 

ム
ア
ッ
プ
す
る
も
作
業 

は
今
年
の
方
が
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
。
今
の
と
こ
ろ
「
ぺ
っ 

！
や
し
ろ
」
が
企
画
、
立
案
、
製
作
を
行
っ
て
い
る
が
、

将
来
的
に
は
「
社
小
の
○
○
さ
ん
が
、
△
△
の
デ
ザ
イ

ン
を
考
え
ま
し
た
」
大
人
は
そ
の
実
現
可
能
性
を
考
え

る
、
と
な
る
の
が
小
さ
な
目
標
だ
。 

 

こ
れ
を
見
た
人
、
或
い
は
こ
う
い
う
事
を
や
っ
て
る
事

で
、
少
し
で
も
多
く
の
人
が
ほ
っ
こ
り
暖
か
い
気
持
ち
に

な
っ
て
も
ら
え
た
な
ら
ば
幸
い
で
す
。 

 

裏
に
こ
そ
っ
と
団
体
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
る
の
で
よ
か
っ
た

ら
見
つ
け
て
み
て
下
さ
い
。 

  

次
回
は
、
松
井
勇
貴
さ
ん
（
福
光
）
で
す
。 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
▽
二
位
＝

小
谷
義
博
31 

▽
三
位
＝
杉
山

鶴
雄
35 

▽
六
位
＝
塚
根
幸
男

36  

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
▽
男
子
二
位
＝

社
選
抜
▽
女
子
三
位
＝
社
ク
ラ

ブ 
 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
▽
二
位
＝

大
谷 

 

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
団
体
戦
二
部
▽

三
位
＝
社
公
民
館
Ａ 

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
二
部
混
合
ダ
ブ

ル
ス
▽
二
位
＝
松
本
・
中
林
▽

三
位
＝
山
本
・
鷲
見 

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
二
部
男
子
シ
ン 

  

グ
ル
ス
▽
一
位
＝
岩
井
清
宗
▽

二
位
＝
松
本
孝
幸 

 

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
一
部
女
子
シ
ン

グ
ル
ス
▽
三
位
＝
井
勢
契
子 

 

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
二
部
女
子
シ
ン

グ
ル
ス
▽
二
位
＝
鷲
見
道
代 

卓
球
団
体
・
小
学
生
男
子
▽
一

位
＝
社
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ
▽ 

二
位
＝
社
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｂ

▽
三
位
＝
社
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

Ｃ 卓
球
団
体
・
小
学
生
女
子
▽
一

位
＝
社
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

卓
球
ダ
ブ
ル
ス
・
親
子
ダ
ブ
ル
ス

父
親
組
▽
一
位
＝
伊
藤
優
宣
人 

  

・
瑛
人
▽
三
位
＝
津
村 

憲
弘
・
春
杜 

卓
球
個
人
・
小
学
生
男 

子
ホ
ー
プ
ス
▽
一
位
＝ 

津
村
春
杜
▽
二
位
＝ 

油
木
敬
紀
▽
三
位
＝ 

西
村
隼
▽
三
位
＝
蓑
原 

漣
斗  

卓
球
個
人
・
小
学
生
男
子 

カ
ブ

▽
一
位
＝
蓑
原
琉
希
亜
▽
二
位

西
村
元
希 

卓
球
個
人
・
小
学
生
男
子 

バ
ン

ビ
▽
一
位
伊
藤
瑛
人
▽
二
位
＝

清
水
皓
太 

卓
球
個
人
・
小
学
生
女
子 

ホ
ー 

  

  

 

十
一
月
二
十
九
日
（
金
）
十

時
か
ら
倉
吉
市
公
民
館
研
究

指
定
事
業
歴
史
講
座
が
、
小

谷
隆
一
氏
（
国
庁
裏
神
社
総

代
）
を
講
師
に
社
公
民
館
に

於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

一
七
〇
〇
年
も
昔
、
国
府

（
国
庁
）
を
創
立
す
る
の
に
国

造
（
く
に
の
み
や
つ
こ
）
は
政
治

と
共
に
神
様
の
祭
事
を
掌
っ

て
い
ま
し
た
。 

 

国
庁
鎮
護
の
神
様
と
し
て

国
庁
の
裏
に
神
社
を
建
て
て

祭
り
、
国
庁
裏
神
社
と
称
し

ま
し
た
。
名
前
の
由
来
、
伯
耆

の
国
の
総
社
、
国
庁
裏
神
社

の
伝
承
と
今
日
迄
の
歴
史
を

学
ん
だ
後
で
現
地
に
出
向
き

ま
し
た
。 

 

拝
殿
の
中
も
説
明
し
て
頂

き
ま
し
た
。
境
内
は
台
風
等

災
害
で
の
倒
木
か
ら
神
殿
を

守
る
為
の
防
虫
対
策
な
ど
森

林
も
管
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

氏
子
と
し
て
の
神
社
掃
除
の

他
は
、
あ
ま
り
尋
ね
る
機
会

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
改

め
て
国
庁
の
地
、
古
代
の
人

も
大
山
を
、
同
じ
風
景
を
眺

め
て
い
た
の
だ
と
思
う
と
感

慨
深
く
い
に
し
え
に
想
い
を

馳
せ
散
策
も
い
い
か
な
と
思

い
ま
す
。
社
の
こ
の
遺
産
を
誇

り
に
思
い
次
世
代
へ
と
伝
え
、

繋
げ
た
い
も
の
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

荒
尾 
緑 

へ
え
、
そ
う
な
ん
だ 

国
庁
裏
神
社 

令和元年度   市民体育大会結果 
放
送
局
に
行
っ
て
き
ま
し
た て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

中
山
紗
希
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
も
来
て
く
だ
さ
り
話
も
で

き
、
研
修
に
行
っ
た
後
で
見
る
当
日
の
放
送
は
、
今
ま

で
と
は
違
っ
た
見
方
で
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

十
二
月
四
日
（
水
）
健
幸
づ
く
り
教

室
で
、
講
師
に
、
湯
梨
浜
あ
ず
ま
園

の
飯
田
先
生
を
お
招
き
し
、
笑
い
ヨ

ガ
を
し
ま
し
た
。
作
り
笑
い
で
も
、

脳
は
、
笑
っ
て
い
る
と
勘
違
い
を
す

る
と
の
こ
と
。
ペ
ア
を
組
ん
で
、
作
り

笑
い
か
ら
始
ま
り
、
だ
ん
だ
ん
と
盛

り
上
が
り
、
涙
が
出
る
ぐ
ら
い
、
お

な
か
を
抱
え
て
笑
い
あ
い
ま
し
た
。

体
に
も
、
精
神
的
に
も
よ
い
と
い
わ

れ
る
笑
い
。
毎
日
笑
っ
て
過
ご
す
よ

う
に
心
が
け
る
と
健
康
に
つ
な
が
り

ま
す
。
令
和
二
年
も
笑
い
の
多
い
年

に
し
ま
し
ょ
う
ね
！ 

今
年
も
い
っ
ぱ
い     

笑
い
ま
し
た    

公

民

館

主

催

事

業     

   
公

民

館

研

究

指

定

事

業  

プ
ス
▽
一
位
＝
藤
原
凜
▽
二
位

＝
山
谷
晶
帆
▽
三
位
＝
入
江
優

衣  倉
吉
マ
ラ
ソ
ン
大
会 

５
㎞
（
60
歳
以
上
の
男
子
）
▽
一

位
＝
川
口
誠 

日
に
光
り
視
線
を
招
く
冬
苺 

 
 

 
 

  

冷
た
い
ね
と
老
の
皺
の
手
包
み
く
れ 

 
   

風
に
伏
し
立
て
ば
ま
白
き
枯
尾
花 

 
 

 
 

残
照
に
く
れ
な
ゐ
映
ゆ
る
紅
葉
か
な 

 
 

 

野
良
通
ひ
日
暮
れ
の
早
く
師
走
な
る 

  
  

落
葉
み
な
風
を
引
き
つ
れ
集
ま
れ
り 

 
 

 

(

一
月
の
歳
時
記
よ
り
・
・
・
・
永
見 

松
明
選
） 

夜
を
徹
す
往
診
な
り
し
初
明
り 

 
 

 
 

 
 

去
年
の
土
つ
け
し
ま
ま
鍬
立
っ
て
を
り 

 

吉
田
や
す
子 

伊
藤
一
七
子 

永
見

 

松
明 

西
尾

 

良
子 

早
田

 

圭
吾 

村
本
普
喜
子 

  

小
島

 

隆
保

 
 

 

大
串

 
 

章 

  

い
ち
ご 

お
い 

し
わ 

か
れ
お
ば
な 

く
わ 

こ 

ぞ 


